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信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡

文化財の指定特集

この土偶は、平成 12 年 8 月 23 日、茅野市湖東中ッ原遺跡
の集落中央部の坑に横たえたような状態で発見されました。
高さ 34cmと大形で完形の中空土偶の優品です。平らな逆
三角形の仮面を彷彿とさせる顔面表現、ふくよかな腹部、
太くどっしりと立つ脚部に特徴を持ち、土偶造形の頂点に
位置づけられています。また、出土状態が明確であること
も評価されました。　　　　　　（茅野市尖石縄文考古館）

今回は、国宝、重要文化財の指定答申を受けた資料、最近発行された発掘調査報告書4冊からその成果を紹介します。また、
話題の発掘調査の情報もお届けします。
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平成 26年 3月 18 日の文化審議会で、それぞれ「国宝指定」
「重要文化財指定」の答申を受けました。

銅鐸 5点・銅戈 8点をはじめとする柳沢遺跡出土品。一括指
定の 212 点（平成 25 年 3 月、長野県宝に指定）は、青銅器
のほか栗林式土器・吉田式土器・土製円板・磨製石斧・石
鏃・管玉など、同時代の主要な出土品です。（中野市立博物館）
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最新報告書から１

総括編

　伊那郡衙の発見

現在までに確認された正倉跡は、総柱建物跡
が 6 棟、礎石建物跡が 4 棟、総地業建物跡が 1
棟、側柱建物跡が 8棟あります。正倉院は長辺
約 215m、短辺約 150mの台形状を呈し、面積は
およそ 27,000㎡と推定されます。

　伊那郡衙を特徴づける「陶硯」

郡衙の施設が分布する範囲からは、前述の瓦
や、「厨」・「官」と書かれた墨書土器が出土して
います。特に注目されるのは陶硯の出土量で、
現在までに 66 個体の硯と、5個体の土器の破片
を転用した硯が出土しています。特に前者は、
県全体の出土量の約 25％を占めています。硯の
量は文書実務の量に比例すると考えられますの
で、東山道神坂峠を越えた所に位置する信濃国
の一郡衙として、伊那郡衙が果たした役割の大
きさを示していると考えられます。

　国史跡「恒川官衙遺跡」

遺跡群のうち、正倉院跡を中心に郡衙関連の
遺構が分布する範囲の大半と恒川清水について、
平成 26 年 3 月 18 日、「恒川官衙遺跡」として国
史跡に指定されました。今後は周辺に分布する
文化財を併せ、歴史ゾーンとしての活用を目指
した事業の展開を計画しています。　　

        ）会員委育教市田飯（ 　　　　　　　　　　　

『恒川遺跡群　総括編』  2013    

恒川遺跡群は、飯田市北部の座光寺地区、天
竜川右岸の低位段丘上に位置します。昭和 57 年
の国道 153 号バイパス建設に先立つ調査で、大
型の掘立柱建物跡と和同開珎（銀銭）・陶硯な
ど古代の役所に関連する遺構・遺物が確認され、
伊那郡衙推定地として継続的な調査を実施する
ことになりました。平成 5年の調査では、桁行
4間・梁行 3間の総柱建物跡が発見され、隣接
地からも同規模の建物跡が 2棟並列して確認さ
れました。総柱構造の建物が一列に並び、さら
にその周辺から炭化米が出土したことから、伊
那郡衙の穀物や財物を保管する倉庫群（正倉院）
の一部と判断されました。正倉院跡を取り囲む
溝からは瓦が出土したことから、瓦葺の正倉も
存在した可能性があります。

総柱建物の正倉跡

陶硯

正倉院跡の周囲の溝から出土した瓦
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（佐久市）
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  川のほとりの弥生時代集落

中部横断自動車道を車で南に向かい佐久中佐
都インターを過ぎると、浅間山麓から流れ下る湯
川（千曲川の支流）が大きく蛇行し、進行方向の
左右間近に迫ってきます。森平遺跡は、この川べ
りの段丘上に位置します。弥生時代中期後半の
栗
くりばやし

林式期の新しい段階（竪穴住居跡出土炭化材
の年代測定の結果、約 2,100 年前）を主体とし、
後期までつづく集落で、竪穴住居跡 22 軒、掘立
柱建物跡 6 棟、土坑 100 基が確認されました。

   森平遺跡に住んだ人々

最も古い竪穴住居跡では、底に孔の空いた土器
（甑

こしき

）が床面に伏せられ、その中から出土した歯に、
渡来系弥生人の特徴が見出されました。また在地
の栗林式土器には縄文の代わりにオオバコの穂先
を回転施文したとみられる特異な圧痕もありまし
た。さらに駿河湾地方の特徴をもつ有

う と う

東式
しき

と考え
られる壺とその模倣品の甕

かめ

、千曲川の下流域で産
する石材でつくられたとみられる緑色岩製の太

ふとがた

型
蛤
はまぐりは

刃石
せ き ふ

斧、扁
へん

平
ぺい

片
か た は

刃石
せ き ふ

斧など、他地域との交流
を反映した道具も多数みつかっています。

　情報を発信する集落

佐久平の弥生時代中期の大集落は、川と比高の
ある台地上に展開しますが、森平遺跡は千曲川本
流から支流に入って間もなくの低い段丘上に立地
する集落です。小規模ではありますが、渡来系の
人、物流を示す遺物などから、他地域の情報や技
術を受け入れ、周辺地域に発信する役割を果たし
た重要な集落であったと考えられます。　　　　

（長野県埋蔵文化財センター）

 『森平遺跡  寄塚遺跡群  今井西原遺跡  今井宮の前遺跡　 
  中部横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 5            
  －佐久市内 5 －』　2014

オオバコが施文された

オオバコの穂を下に向けて
回転したんだね！

こっちは穂先を上に
向けて回転している
みたいね

太型蛤刃石斧
（左：13.5㎝）

渡来系弥生人の歯が出土した竪穴住居跡
（弥生時代中期後半）

（高さ 27.8㎝）
と考えられる土器

歯が出土
した甑 扁平片刃石斧（右上）

柱状片刃石斧（右下）



周
す ぼ う ば た

防畑遺跡群

最新報告書から３

（佐久市）

　奈良・平安時代の集落

奈良・平安時代の集落跡は、線路の北側のみで
確認され、8世紀初めから 11 世紀前半頃まで存
続します。付近には古代佐久郡の役所である佐久
郡衙があったと推定されていることから、それに
関連する集落と考えられます。獣のような足の付
いた須恵器風字硯（獣脚風字硯）が遺構外から
出土し、土坑からは墨書のある灰釉陶器が出土し
ています。さらに薬壺とみられる須恵器短頸壺や
土師器鉄鉢形土器の出土は、通常の集落ではない
ことを示しています。しかしながら竪穴住居跡か
らは文字を書くのに必要な硯や、身分を表す帯飾
具は出土せず、墨書土器や灰釉陶器の出土もわず
かであることから、郡衙で文書を扱っていたよう
な上級の役人ではなく、さまざまな雑務に携わっ
た下級の役人やそれより下の身分の人が住む集落
ではなかったかと考えられます。

（長野県埋蔵文化財センター）

『周防畑遺跡群　中部横断自動車道建設に伴う
      埋蔵文化財発掘調査報告書３ －佐久市内３－』　2014 

　　　　　　　　　　　　　

　遺跡の概要

　周防畑遺跡群は、ＪR 佐久平駅近くの佐久市長
土呂・塚原に位置します。昭和 55 年ほ場整備事
業に伴って発掘調査され、弥生時代と平安時代の
集落跡や、方形周溝墓・土坑墓などの弥生時代の
墓跡がみつかりました。平成 18 年からは中部横
断自動車道の建設に伴い、前回の調査地に隣接す
る場所を調査しました。その結果、弥生時代の集
落跡と墓域、奈良・平安時代の集落跡などがみつ
かりました。

　弥生時代の集落と墓域

　弥生時代の集落は、現在のＪR 小海線を挟んだ
南北方向の 2か所でみつかりました。線路の北側
の集落は、弥生時代後期の竪穴住居跡が密集し、
奈良・平安時代の集落跡と重なって出ています。
南側の集落は弥生時代中・後期の竪穴住居跡が疎
らで、南西部に方形または円形の周溝墓や土坑墓・
土器棺墓からなる弥生時代後期の墓域が隣接して
います。この墓域では、長さ 5.5cmと日本でも有
数の大型のヒスイ製勾玉や三連の銅釧（銅製の腕
輪）が出土しました。

弥生時代後期の墓域

ヒスイ製勾玉

須恵器獣脚風字硯

須恵器短頸壺
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（大桑村）

  木曽谷の遺跡

大桑村は、長野県の南西部にある木曽谷の南
寄り、谷を流れる木曽川流域に拓かれた地に所
在します。下条Ⅲ遺跡は、この木曽川左岸に合
流する伊奈川の右岸に形成された小規模な河岸
段丘上に立地しています。縄文時代の土坑 37 基、
集石遺構８基、剝片集中遺構１か所、焼土遺構
と炭化物集中遺構各１か所のほか、平安時代の
土坑１基、中世後期～末期にかけての土坑３基な
どが発見されました。

  縄文時代早期中葉の好資料

村道の改修工事に先立つ今回の発掘調査に
よって、縄文時代早期中葉の押型文系－樋沢式
土器および高山寺式土器を主体とする遺物のほ
か、当該期の土坑群や集石遺構群などがまとまっ
て出土しました。狭く限定的な調査範囲であっ
たにもかかわらず、調査事例が極めて乏しい高

山寺式期の遺構と遺物の好資料が数多く出土した
ことは、大桑村のみならず、長野県の歴史を考え
る上で、重要な発見となりました。

   高山寺式土器

和歌山県田辺市の高山寺貝塚の出土土器を標
識とする縄文時代早期中葉～末葉の土器群で、近
畿地方を中心に分布します。土器は尖底（円錐形）
で、楕円文様を刻んだ工具を土器の表面に転がす
ことによって描かれる、楕円押型文が特徴的です。
この高山寺式土器がほぼ完全な形にまで復元

できたのは、長野県内では初めてです。　　　
　　　　　　　　（写真提供：大桑村教育委員会）

『下条Ⅲ遺跡 －村道拡幅工事予定地内
                                埋蔵文化財発掘調査報告書－』　2013

復元された高山寺式土器

土器の実測図と文様写真（報告書 p.68 より）

調査の様子

押型文土器の出土した土坑



埋文キーワード

～土器を洗う！記号をつける！！～
遺物洗浄と注記

長野県埋蔵文化財センターの主な仕事を毎号紹介します。

今回は出土遺物の整理作業でもっとも基本となる、遺物洗

浄と注記についてとり上げます。

 埋文ニュース 遺跡解説板　第２弾：「東高遠若宮武家屋敷遺跡」

■こちらの QR コードからアクセスしていただく　

　と、看板の内容を見ることができます。

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

遺跡で出土する土器や石器は、土がついた状態
でみつかります。そのあとの観察、接合などの作
業のために、まず「遺物洗浄」が行われます。柔
らかい専用のブラシで、丁寧に土器の表面、断面
などの土を落とします。

発掘調査では建物の土間の下から出産時の
胞衣を入れたと思われる容器もみつかり、当時の
産育儀礼の様相を知ることもできました。高遠に
お越しの際には是非、お立ち寄りください。

伊那市高遠町に「東高遠若宮武家屋敷遺跡」
の遺跡解説板を設置しました。江戸時代の絵図に
よれば、調査地点には高遠藩の家臣が住む武家屋
敷があったことが記されていましたが、発掘調査
により建物の基礎の石が部屋の形に合わせて碁盤
の目のように並んで発見され、実際に建物跡が存
在したことが証明されました。特に 2号建物跡は
幕末の藩士である「小松純八」宅の間取り図と一
致し、建物の居住者も特定できました。

土器がかわいたら、その土器がどこから出てき
たのかがわかるように、裏側などに遺跡の記号や
出土地点、出土層位などを記す「注記」を行いま
す。最近では、注記マシーンにより効率化が図ら
れています。                                

遺物洗浄～土器を洗う～

伊那市高遠町に設置された遺跡解説板

遺跡解説板の除幕式には、
大勢の方にお越しいただきました

注記マシーンによる作業

注記された土器（裏面）

「ABＪ IR12 検」＝「琵琶島遺跡 IR12 グリッド 検出面」

〈遺跡記号〉
 A = 北信地域

  ）わび（琶琵=Ｂ 
 Ｊ=島（じま）



最新調査トピックス

長野市 栗田城跡

松本市 井川城跡

所在地：長野市栗田

所在地：松本市井川城

栗田城跡は中世栗田氏の居館跡と推定されて
います。今回の調査は面積 190㎡と非常に狭いで
すが、主郭（城の中心部）内を対象に行いました。焼
土や炭を伴った土層があり、栗田城が15世紀前半に
火災にあったことがわかりました。また東西方向に延

井川城跡は、信濃守護小笠原貞宗が伊那郡松尾
から館を移した「井河の城（館）」と伝えられる
場所です。平成 25 年度に初めて発掘調査を行い、
南北 90m以上の範囲に広がる整地層や門跡の可
能性がある礎石、堀跡を確認しました。遺物と
しては 15 世紀代を中心とした古瀬戸や、青磁・
白磁等が出土しています。

これらの遺構が伝承にある「井河城」のものと
は断定できませんが、平成 26 年度も調査は続く
ため、今後の成果が期待されます。
　　　　　　　　　　　　　　（松本市教育委員会）

　　　

びる柵列や段なども確認され、主郭の構造を考え
る上で重要な発見となりました。当時の武士の生
活ぶりがわかる出土品が発見されましたが、なか
でも善光寺別当を勤めた栗田氏の居館から善光寺
式阿弥陀仏の小銅仏が出土したのは特に注目に値
します。　　　　　　　　　　　（長野市教育委員会）

主郭内の調査区

堀（手前）と塚状の高まり（奥）門跡の可能性がある礎石

調査区南半の様子。段の境に柵列が設けられる

高さ約 11cm の小銅仏。左手が刀印を結ぶのは
善光寺式の特徴とされる

仏像
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県内の発掘調査の状況（１～６月現在）ほっと 情 報

立が鼻遺跡

（野馬窪遺跡Ⅵ）

矢沢遺跡 高島藩主廟所

一本木遺跡

古峠口遺跡

満り久保遺跡

上ノ原遺跡

寺久保遺跡

大沢屋敷遺跡

地家遺跡

高尾Ａ遺跡

下北原遺跡Ⅱ

田端遺跡Ⅰ

野馬窪遺跡群

岩村田遺跡群

大木久保遺跡

（西八日町遺跡Ⅶ）

黒部遺跡
荒井原遺跡

壁田城跡

飯山城跡徳間本道原遺跡

浅川扇状地遺跡群

長野遺跡群
（善光寺門前町跡）

裾花川扇状地遺跡群
（御所遺跡）

（守護所跡（中御所居館跡））

塩崎遺跡群

虚空蔵山城跡
殿村遺跡

芝田遺跡

松本城跡
（二の丸御殿跡西側東面石垣）

新井遺跡

県町遺跡

井川城跡

三間沢川左岸遺跡

二階道遺跡

和田太子堂遺跡

波田下原遺跡

出川南遺跡

広畑遺跡

北方西の原遺跡

谷川窯跡

羽場獅子塚古墳
化石遺跡・化石 1 号古墳

恒川遺跡群
（田中倉垣外遺跡）
（恒川Ａ地籍）

坂頭遺跡

（三輪遺跡）

●左記内容掲載の遺跡
●本 発 掘 調 査 遺 跡

上水内郡信濃町野尻

立が鼻遺跡
2014.3.19 ～ 2014.3.31 調査

野尻湖発掘調査団

● 3.8 ～ 4.6 万年前の野尻湖層を発掘。ナウマンゾウの脛骨 ( けいこつ ) 化
　石や石器の可能性がある「流紋岩資料」とした石 1点が出土。

●湯川左岸にある古墳時代から平安時代にかけての集落跡の調査。今回は 9　
　世紀代とみられる住居跡が主体で、「西」と読める墨書土器が数多く出土。

佐久市猿久保

野馬窪遺跡Ⅵ
2013.4.30 ～ 2014.3.3 調査

佐久市教育委員会

下伊那郡高森町吉田

矢沢遺跡
2013.8.5 ～ 2014.4.25 調査

高森町教育委員会

●縄文時代後期の敷石遺構を発掘。臼形や滑車形の土製耳飾りが出土。弥生　
　時代後期では焼けた建築材の残る住居跡を調査。

　長野市塩崎遺跡群の平成 25 年度調査で、弥
生時代中期の竪穴住居跡の床面からヒスイの原
石が出土しました。原石は長さ約
6cm、重さ約 260g で、弥生時
代の遺構から出土したもの
では県内最大級です。原
石がみつかることは珍
しく、割り取った剝片
も出土したことから、
遺跡内でヒスイ製の
玉類を製作していた可
能性を考えることので
きる重要な資料です。
　宝石の条件には、(1) 色や
輝きが美しい、(2) 産出量が少な
く稀少価値がある、(3) 硬く時代を経て

も変わらぬ耐久性をもつ、という 3 要素があげ
られ、これに流行が加わります。

日本で採れるヒスイ・水晶などの宝石
は、原始、古代から玉製作の技
術がありました。ヒスイ製の
玉の製作は、縄文時代、弥
生時代、古墳時代にかけ
て流行りましたが、8世
紀以降は途絶えたよう
です。ヒスイの原産地
は、昭和初期に新潟県
糸魚川市姫川支流の小滝
川河床で原石が再発見され

るまで、外国産と考えられて
いたようです。
　　　　（長野県埋蔵文化財センター）

ヒスイの勾玉と剝片と原石

この冊子は、平成 26 年度県内埋蔵文化財史跡等総合活用支援推進事業で作成しました。


